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1.渡 辺 力 (金沢大教養) あ る種の連続写像およ

び正則函数の正規族について

Xを σくOmpact locally compact metric spaceとする

このとき X上 の開集合の列 {EJ〕に対して,そ の収東

を次のようにきめる。(この定義は A.Hirschhour3,Sur

l'approximation des hypersurfaces.Annali della Scuola

Nolm。 ,PiSa 25(1971)に よる。)『 野〕→E(CIOSed set)

とは次の条件 をみたす ことである。 (i)E≠ φ なら アタ

〔E,ご〔力}∋力“軌pttψ;(ii)yK⊂X:compactに 対し

(しかも K∩ E=φ をみたすもの)gノ。;ノ≧ブοのときつ

ねに K∩ EJttφ。この定義によって X上 の閉集合の族

につねに正規族となることが知られている。このことか

ら次の定理を得る。定理 1.Xか らある種の条件をみた

す ←∞mpact metric spaceへの連続写像の族は各点で同

程度連続ならつねに正規族をなす。 (Xは 連結であり,

位相は C・び 位相を考える。)一―また正則函数の族に対

して,グ ラフの言葉でいわゆる Juliaの予想 (一松先生

の本 p.38)を いいかえることができる。またあるJulia

の定理の応用として一変数なら Hurwitzの 定理の逆が

得られる。

2。 窪田佳尚 (東学芸大)A coettcient inequality

for certain meromorphic univalent functions.

1<IZI<∞ で正則単葉かつ ∞ におけ る級数展開が

g(2)=Z+Σ 誕ル"Z~πとなる関数の族を Σoとおく。Gara―

bedian―Schifferはlb31≦(1+2e~6)ノ2を 証明し,同 時に,

らη(π=1,2,¨。)が実数ならば わ3≦1ノ2で あることを示 し

た。また Jenkinsは ゎ′=0(ノ <″)な らば lb2π+11≦(π

+1)~1[1+2 exp〔二(2π+4)″〕],わ′=0(プ≦(π-1)/2)な

らば |ら41≦2/(π+1)と なることを示した。ここでは,

わぅに関して次の結果を得たことを述べる。定理.Σoに

属する関数 g(z)=Z+Σ 鷹1わ′
~π

において,bl,b2が 実

数ならば Re b5≦1/3+4ノ507.等号が成 り立つのは代数

方程式 (ω
2+12ハ3)3=(z3+6z/13+6z~1′13+z~3)2,"

=g(2)を みたす関数のときに限る。系。Σoに属する関

数 g(2)=Z+Σ ttψπZ~2においてわπ(π=1,2,…)が 実数

ならば Re b5≦1′3+4′507.

3.吹 田信之 (東工大理)On a metric induced by

analytic capacity。

71年 秋の学会において,Sario―Olkawaの 問題に関連

して,種 々の極値問題 (■3,五 D,容 量などに関する)

できまる等角不変量が計量として曲率≦-4で はなかろ

うかと予想 し,ん B族 について定義域が平面領域準OttB

ならば,計 量 εB(2)|ル|につしヽてこの予想が正しい こ

とを示した。一一ここでは上の評価の等号の可能性につ

いて論ずる。結果はつぎのとおり■ 9が π 個の曲線

(π≧2)で かこまれた平面領域ならば, εβ(2)|″|の 曲

率 ― (∠10g εβ(Z))ノιB2(z)<_4,z∈ ρ。

4.佐 藤宏樹 (静岡大理) 有 理型 Eichler積分の

周期について

71年秋の講演である種のクライン群に関し正則アイヒ

ラー積分の周期関係式,不 等式をえたことを報告した。

(■1 , B l ,…, 4 g ,島} ,Π7 = t a = 1 ( 3 =島
~ 1ん~ 1島

ん)

により生成された第一種フックス群 Gに 対し有理型ア

イヒラー積分の周期の空間 ″1(G,α9-1,″)(以 後″1

とかく)の 元で周期関係式,不 等式をみたす集合を ″:

とかく。〃1の 元で,そ の “S"周 期がすべて0と なる

集合を 〃:と かく, Z∈″1は アイヒラー ・コホモロジ

ー Xと ベールス ・コホモロジー yの 直和 とかかれる

が,為 =れ ,A∈ Gと なる Zの 集合を 〃:と か く。

このとき 〃:⊂″:,″:⊂〃:そ して dimσ」ビ:=dimσ」F:

=(2α-1)(σ-1)を えた.正 則アイLラ ー積分 でその

“S"周 期の係数の実数部分がすべて0と なる空間をE:_4

であらわし,重 さ-29の 保型形式でベールス ・コホモ

ロジーの “S"周 期の係数の実数部分がすべて 0と なる

空間を 3:で あらわすと, D29-lE:_9=B:な ることを

えた。その次元,さ らに部分空間の関係も述べる。

5.都 築正信 (埼玉大教養) SOme prOperties of

canonical product8 0f finite genus。

FAは 負の実軸にのみ零点を持つ有限 Order λの Cano―

nical productの集合とす る。もし λ>1な らば,あ(1)

=inf/cAδ(0,ノ)>4ノ(1+4),こ こに 五(>0)は 絶対定

数である。これは,Edrei―Fuchs―Hellerstei五の結果であ

るが,最 近 OZawaは この定数 ■に関してかなり改良さ

れた結果を得ている。しかし4の 正確な値はいぜんわか

らない。ここでは, もしスが 1≦g≦λ<9+1,g=[λ ]な

らば,λ(λ)≦1-1ノB(の,B(の =2(29+1)(2+log(α+1))

が得られることを述べる。また,こ の証明に使われた

関数の ″(の の状態を調べることにより,Williamson

が提起 したある問題 (Quart・Jo Math。21(1970))ヵ 否ヽ

定的に解決されることを示す。

6.占 部博信 (京教育大) Note on a theorem of

Io N.Baker.

/(2)を 整函数として,/0(Z)=Z,ん +1(Z)―/(九 (Z)),

″≧0と する.I.N.Baker(Math・ Z。69(1958)ち 121



-163)に 次の定理がある:/(z)=″ら″+σ,α,あ,cは 定

数,あ キ0。g(2)は 整函数とし,ズ g(Z))=g(ノ(Z))

ならば g(2)=ん(Z)(ごπ≧0)。一一本講演では,/(2),

g(2)を 位数有限な超越整函数とし,ノ′
(z)は零点を

持たないとするとき,ノ(gO)=g(/② )ならば,g②
=グ (Z)+わである。 一―さらに 「ザ とは限らないこ

とを例によって示す。また,/(2)=θπ(Z)(π≧1),g(2)

を整函数とし/(g)=g(/)な らば,g(2)は ιZと可換

である一―などについて述べる。

7.吉 田英信 (千葉大工)IZI<1で 有理型な関数の

cluster sets と essential cluster sets

Belna cNagoya Matho J。47(1972))は,IZI<1で 有理

型な関数の duster setsとessential cluster setsの関係

について,い くつかの興味ある結果を証明した。ここで

は,そ の Belnaの方法より自然だと思われる方法によ

って,類 似の結果およびより鋭い結果が得られることを

報告する。以下,結 果の一つと,そ れに必要な定義を記

す。rを ζ∈C(単 位円周)に 終 る ChOrdか または ζ

に頂点を持つ Stoレangleと し, γ>0に 対して, η =

T∩ {Z年び (単位円内);lz―ζl</1と おく。また,Vは

7(り ▼マン球面)上 の ChOrdal metric,解セまlinear

measure(rが chordの 場合)ま たは2次元 measure

(rが stolz angleの場合)を 表わすとする。いま,7o

∈Cι(ス ζ,7)(7に 関する,ζ での メ(うの essential

cluster set)とは,す べての ε>0に 対 して,limSupr→0

%[3∩ 声1(〔"∈ 73σ (ω,"o)<ε})]。(π■)~1>0。次

に,ζ∈Ⅳ(/)とは,ζ を頂点に持つ任意の St01z angle

上で,(1-IZI)1//(Z)1/(1+1/(2)12)が有界であること

とする。 この とき,N(ノ )の 各点で,ζ に終る任意の

chord χ,ζ に頂点を持つ任意の Stolz angle/に関して

Cι(スζ,χ)=C(ス ζ,χ),Cι(ス ζ,∠)=C(ス ζ,Z)。

8.吉 日英信 (千葉大工) |″ |<∞ で有理型な関数

の Cluster sets と essential cluster sets

lZI<1で有理型な関数に対して行なったと同様な考察

を,IZI<∞ で有理型な関数に対しても行なうことによ

って得られた結果を報告する。以下,主 なる結果と,そ

れに必要な定義を記す。 Tを rayま たは角領域とし,

Tr=T∩ 〔lzl>4と おく。また,″ は Spherical metric

を表わすとする。いま,ωo∈Q(/,∞ ,の (rに 関す

る ∞ での ノ(2)の essential cluster set)とは,すべての

ε>0に 対して,limSupr→。″[写 ∩/~・(〔ω∈7;σ(″,動)

<ε} ) ]。(π■) ~・> 0。 1。もしある r a y  χ*に 対してC

(ス ∞,χ*)+C(ス ∞,χす)な らば,χ *は ノ(2)の Julia

方向である。逆に,Julia方 向であるrayに 関するdus‐

ter setsと esSential duster setsの関係についてはどう

かを,関 数 Πh〔1-(zル′)π:〕0′=2′)によって考察す

る。2.Juliaの (意味での)除 外関数/0)に 対しては,

任意の ray χ*,任意の St01z angle∠*に 関して Cι(ス
∞,χ*)=C(スOO,χ*)かつ Cι(ノ,∞,∠*)=C(ス∞,
∠* )。

9 鈴 木順二 (三重大教育)・戸田暢茂 (名大教養)
PiCard定数について

OZaWaに よって定義された PiCard定数と anabgous

に一―Rυ をπ価超越代数型函数 "(2)の properな存

在領域として定義されるリーマシ面,T(R")を Rυ上

の超越有理型函数の族,ま た F(/)(/C aRω ))をノの

PiCardの除外値の個数とするとき,F(Rω )=Sup{F(ノ);

/CT(Rη )〕と定義する。このとき,P(Rω )を Rり の

PiCard定数 とす ると, この F(Rω )は :2≦ P(Rυ)

≦F(Rω)≦2″なる関係にある。 ここでは,Aogaiの 方

法等を用いて,F(Rυ )≦π,F(Rω )=2″ の場合につい

て調べた結果を報告する。

10.山 下慎二 (都立大理)Der市 atives of holomor‐

phic functions in the disc.

主要な結果の一つ。/は D:lzl<1で 正則,Szは

ノ0)が レーzl/11-″ωl<ρで… uniValentであるよ

うな ρ(0<ρ<1)の 集合,Sz=φ (空)な ら ρ(2)=0;Sz

≠φなら Szの Supremumを ρ(2)と おく。定理。も

し環状領域 ″<IZI<1(0<″ <1)で の ρO)の in■mum

が正ならば ノ は Dで normalで ぁる。系。(MCMillan)

ノが Dで univalentでぁれば √
′は 'で nOrmalで あ

る。

11.小 沢 満 (東工大理) Distributioh of zerOs

and poles and deicien,y Of a meromorphic functio■

of inite genus.

つぎの定理を報告す る。 ノ(2)は ノ(2)=Π E(zルπ,

2)/ΠE(Zルπ,2),E(″ ,の =(1-″)exp(ΣFノ″)と表わ

されるとする。条件 lαπl=降州,Σ l′|夕πl=∞,Σ l′lαJ3

<∞ ,lπ―arg απl≦π′6,largわπl≦πノ6が みたされ る

ならば,δ(0,ノ)〒δ(∞,/)≧ (1+24)ノ(3+M)。 こ こ

で A=y3ノ 4π-1′12.  1 _

12.小 沢 満 (東工大理) Distribution of zeros

and deiciency of a canOnical product of genus one:

つぎの定理について報告する。σ(z)は 種数 1の標準

積でその零点 〔α々}が lπTarg αヵl≦πノ4を みたすならば,

δ(0,g)≧ 4′(1+4)。 ここで 4は 絶対定数で 0.029…

である。さらに位数 ρ,10wer order μとは 1≦μ≦ρ≦2

をみたす。種数 gの ときには 12カカルーarg αμl≦πノ49,

ル=0,1:¨ ・,9-1を みたすならば,同 じ定数 И をもっ

て δ(0,g)≧4′(1+4)。



13.小 林 忠 (東工大理) あ る種の有理型函数族

について                 ‐

,heaの 積分表示 (TranSo Amero Matho Soc。124)を

用いて Edreiら の結果 (Paciflc Journo Math。11)の 精

密化を行なう。genus cの 基本乗積 g(z)=Π E(Z′απ,

の (απ<0)に 対して不等式 1-δ(0,g)≦ 1′(1+4(の ),
littg→+∞4(の >1′10が成 り立つことを示す。さらに実

軸の負の部分にのみ零点,正 の部分にのみ極をもつ有理

型函数の位数と下位数との関係についてのべる。

14.野 口潤次郎 (広島大理) On the de■ ciencies

and the existence of Picardrs exceptional▼alues of

entire algebroid functions.

代数型函数の値分布論において,定 義多項式の係数函

数系内の一次独立な函数の数とNevanlinna―deflcienciesの

和および PiCard―除外値の数の相互関係を明らかにする

ことが一つの焦点となっている。この講演では Niino―

Ozawa(Deflciencies of an enttte dgebrond functbn.K5-

dai l隆tho semo Rep.22(1970),98-113)の結果 の方

向性に沿ってOzawa(Deflciencies of an entire algebroid

fmCtiOn,ⅡIo ibid.23(1971),486-492)と Suzuki(On

deflciencies of an entire algebroid functiO“。 ibid。 24

(1972),62-74)の 結果の一般化を与える。

15。 毛利政行 (阪大理)・業田敬― (阪大教養)

Lehtonvirtanen‐v薇 0こ腱ι の  nLaXimal dilatation at

pOint:こっぃて

″=T(Z)を 領域 Gで 定義された K―qo C.写像 とす

る。Gの 点 zに対して,Gに 含まれるZの近傍を び と

する|び に内蔵される4辺形を ρとし,inf[maX{mOd

r(ρ)′mod,,mod ρ ′mOd T(2)}]を ⊇r[び]と 記す。

ただし,下 限は び内のすべての ρについてとられるも

のとする。び⊂Gが Zの すべての近傍系を動くときの

Sup⊇ r[1/7]を, Zに おける Tの minimal dilatation

と名付け, 2T(2)で 表わす。 これは表題の maximal

dilatatbnのanalogucでぁるが,全 微分可能な点ではこ

れらの 1組が Beltrami係数 λrの 上下からの評価を与

え,|力rlが単に有界可測であるのに比して,半 連続性を

もつという利点がある。また, び 内の 2の 族に制限を

加えることにより,強 弱二,三 種の定義が得られ,そ れ

ぞれに用途がある。それらが extremal quaslconformal

mappingそ の他,擬 等角写像 の研究へどのように応用

されるかについて報告する。

16.加 藤崇雄 (東工大D Riemann面 の自己解析

写像が恒等写像になるための条件

定理。(Accola)7を Riemann面 (種数≧2),ノ は

7の 自己等角写像。 4つ の Cycles Cl,・・・,C4(ClX C3

=C2× C4‐1, Ctx CJ=0, ′ +ノ=l CmOd2)ヵ あヽって

/(Q)が Qに 弱ホモローグならば,ノは恒等写像。一一

この定理の仮定をひとつでも除けば結論は成 り立たない

が,他のある程度弱い仮定に置き換えうる.たとえば,7

を開 Riemam面 (種数≧1),ノは ア の自己解析写像。

2つ の Cycles Cl,C2(ClX C2=1)が あってズC)が

Qに ホモローグならば/は 恒等写像。一一 この種の条

件を他にいくつか述べる。

17.斉 ノ内義― (京工繊大工芸) 開 リーマン面上

の Abelの 定理について

閉リーマン面上の Abelの 定理の開リーマン面上への

拡張は H.Behnke,Ko Steinに よる Mittag―Lefnerの

定理の拡張が一般的であるが,古 典的な Abelの 定理の

形をもつためには有理型関数や正則微分の族としては適

当に制限されたものでなければならない。Ahlforsによ

るquasi―rational関数と「α3。,楠 による標準ポテンシャ

ルと半完全標準微分などはその代表的なものである。こ

こでは,夕 を一つの半完全正則微分のある族 とし,条

件 (1)∫ γη〈1)グlog/=0,(li)lim簿 …∫oρ“″̀′bgノ

=0を みたす有理型関数 ノω)の 族を″ とする。ここ

で {ρπ〕はリーマン面の標準近似列, グ″̀ ∈″,∂ρπ=

Uγ“(`)とする。無限 diViSor δz(ただし δの 2"へ の制

限 δ“の degree O)をあたえたとき,そ れを di宙SOrと

するノ∈〃 の存在するための必要十分条件をあたえる。

また面を制限したときそれに関連したいくつかの事実を

のべる。

18.酒 井 良 (東工大理)Spanに ついて

Rを 一つのRiemann面 とし,Xを R上 の Dirichlet

積分が有限である調和関数の族 「Dの 線形部分空間と

する (以下において,Xは RMD,KD,〃 つ である).

R上 の点 Zと Zの 局所助変数 ′に対 してSxC,′)=

(Sup“∈κ Do)≦π(&中レ)0))2,′=″+夕 とおいて, Zと ′

に関するX―Spanと呼ぶ。SIを ある点 Zと ある局所助

変数 ′が存在してそれに関する X―Spanが 0と なる

Riemann面の族とする。Ox⊂ Sxで ある。Sario―Oikawa

“Capacity functions"の問題 4は この包含関係が StriCt

であるかという問題とみなせる。定理.種 数有限の Rie―

mann面 にかぎれば,Oκ D=SκD=OttD=SttD,0″D<SID

<0′D。種数無限の Riemann面 に関しては,

0″D<Oκ D<OttD

∧  ∧   ∧

S.D<Sκ D<SИD.

ここで SttDはSRo五Dを 略記したものである。最後の図

式において,包 含関係の示されていないもの (例えば,

OκDと SID)は 包含関係がない。



10。 松井邦光 (同志社大工)

の定理の拡張について

Rを開リーマン面,(Rπ}を 正則近似,ノπを Rπ上

の挙動空間 (柴の意味の),И ={ス∈Иん(R)S.t.gスπ∈

ノπ,|lλ―スπ‖Rr→0〕とおく。いま ノ,И"が 次の条件

“)を 満すとき И IまR上 の挙動空間になる。このと

き Иπ―)Иとかく。(A){スπ∈Иπ〕So t。|lλ“||<ルがある

ときご〔スπλ}S.t.′"κ→ス∈И広義一様。いまR(種 数 g

有限)の Stoilow境界の有限正則分割を U鷹lβヵ,2の

標準基底を{ん,3J〕とする。Иη={λ∈ノれ,c(I磁),∫′メ
∈Z′,Imz′∈「たβ′(沢蹴),zヵ∈J・,み,二′はすべて原

点を通る直線,「 んβた。(島)は ある rん(鳥)の 部分空

間},И={λ∈ノ加θ(2),亀
′
λ∈二′'Imzセス∈「んβλO(⊃}と

おくときИπ→∠が成立し,こ のことから次あ定理が成

立.定 理.Rtt g二 有理型函数で (1)И挙動をもつ,

(2)適当な点Pで のみ σ+1位 の極をもつ (3)/(R)は
リーマン球面を高々 g+1葉 に覆う。なおこの定理に似

た楠,柴 の定理を含むような定理および山口の regular

作用素を使用して interpolation問題とリーマン面の分

類についてのべる。

酒井 良 (東工大理) 有 界正則関数族上の極値問題

について

単位円板上の有界正則関数に関する SChwarz lemma

を一般化し,そ の極値関数の特性を調べることは Grun‐

sky,Ahlfors,Garabedianに始まる。Rogosinski―Shapiro,

Laxは 線形汎関数の極値問題への拡張をめざ し,Car―

leson,Havinson,Fisherは 任意の平面領域への拡張を

めざした。 Hejhalに よって,任 意の平面領域におい

て,線 形汎関数の極値問題を論ずることも行なわれた。

最近では,有 界正則関数族の極大イデアル空間を用いて

極値問題を論ずることが Fisher,Gamelin,Garnettらに

より行なわれている。以下では,極 値関数の存在と一意

性を中心に,有 界正則関数族上の極値問題を論ずる。

1.7を 平面領域とし,ん Bを 7上 の有界正則関

数の全体とする。4Bは Sup norm‖ ||に 関して Lna_

Ch空 間となる。 4B上 の汎関数 Tに 対して, |ITII
=Supノ∈五B.||√″≦11T(/)|と おき,‖rll=T(g)と なる g
∈4B,‖ gll≦1を Tの 極値関数と呼ぶ.連 続な線形汎

関数にかぎっても一般には極値関数は存在しない。すな

わち,任 意の 7∈ OИBに 対し,極 値関数の存在しない

連続な線形汎関数を構成できる。また存在しても一意的

等角写像における楠   20。 米谷文男 (京大理) FD― 歯数の境界値と法線

微分について

演講月J特

双曲型 リーマン面 Rの resolutiveな コンパクト化を

R*,′ =R*― Rと する。ωを固定点 αに関する調和測

度とし,Lo=〔 /CLIの ;∫′μω=0〕,IoC″ )=〔π∈月り3

“(α)=0,虎 ∈「″}と する。ただし「″は Fんιの任意

の部分空間を示す。R*が 「,一nOrmal(すなわち,任

意の “∈島 (「″)に 対して,助 =″ をみたす resOlut市e

な函数 分が存在する。)こ のとき/CLoが <あ ,滋 >

=∫̀ υノJ″,7υ∈満 (「″)をみたすとき/を πの「″―法

線微分と呼び,か ようなπ∈島 (「″)の 集合を r崎(F″)

とする。ここで取 り扱 うのはつ ぎの問題である。(1)

М (F″)=L(「 ″)と なる条件3(2)М (Fん。)∩題《FD

が Ho(「″)で denSeでぁるか;(3)各 境界成分上 ω―α.θ.

に定数である 肋 ―函数 πは harmOnic measure(滋∈

「れπ)か 。以上の問題に対して若干の同等な条件および

反例等を与える。たとえば (3)の Simpleな反例が同時

に r崎(「滋)∩島 (Fヵα)が Fo(Fヵd)の 中でdenseになっ

ていない例でもある。

とは限らない。これらの例の構成に 7の ∞mpact化

を用いる。

2.汎 関数Tが 次の条件(β)(ま たは(γ))をみたす

とき β一連続 (または γ一連続)と いう。

(β)関 数列 〔九〕⊂五Bが 一様有界で 7上 広義一様

に /∈43に 収束 (bOunded∞nvergencenすれば,きヽ も
→賓ノ)0→ ∞)。

(γ)関 数列 f/m}⊂ABが 7上 広義一様に ノこ4B

に収東 (∞mpaCt∞nvergencenすれば,T幌 )→Tσ)0
→∞)。

汎関数Tが 次の二つの条件をみたすとき,優 加法的と

いう。

(1)任 意の ノ∈ABに 対して, 複素数 εG σl≦1)が

存在して,T(ε/)が 実数となり,7(θ/)≧IT(/)|をみ

たす。

(2)Tの 値が正の実数 となるノ∈43と 正の実数 C

に対して ■げ)=θT(ノ)が 成 り立ち, Tの 値が正の実

数となるス g∈43に 対しては ■ノ+の 力ヽ正の実数と

なり,■ (/+g)≧ 3(/)+7(g)を みたす。

定理 1.汎 関数が β一連続,優 加法的ならば,極 値

関数は存在する。



定理 2.汎 関数 (≠のが γ一連続,優 加法的ならば,

極値関数は一意的である。

3.線 形な汎関数については積分表示が可能であり,

Rubel一Shieldsは次の結果を得ている。

定理 3.β 一連続な線形汎関数 rに 対して 7上 の

複素測度 μが存在して,任 意の/∈43に 対して,

T(ノ)=∫7ノd孵。しかも μを面積要素に関して絶対

連続にとれる。

γ一連続な線形汎関数に関しては次の定理を得る。

定理 4.γ 一連続な線形汎関数に関しては,定 理 3の

表現測度として。その Supportが∞mpactな もの

をとれる。

4.線 形汎関数の極値関数の特性はその表現測度の

,uppOrtの形によっているようである。

定理 5。 線形汎関数 ■ 十のが 7上 の複素測度に

より表現されていて,そ の Supportは ∞mpactで

あって,補集合が連結とする。Eを ∂7に 含まれる

compactな集合,σ を Tの 極値関数とするとき,

lim 7.z_ElgO)|<1ならば E∈Ⅳbで ある。
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21.田 中 博 (北大理) あ る種のリーマン面の族

について

Royden境 界上に容量正の点が存在するリーマン面の

族を “知 (春の学会では び″F と記した)で あらわす.

このとき,R∈ “ビB(こLD,V″ Ⅳ)な らば,R一 K∈ 0スB

(0∠D,0ス→ であることが知られている(Kは Fの コン

パクト集合で R一 Kは 連結)。ただし,ノ∈4Ⅳ とは ノ

∈4Dで かっすべての複素数が/に 関してOrdinary point

である。一―戸田―松本氏 (Nagoya Matho J。22,23)

は R∈ “物(V″D)で なくても上記の結果が成 り立つ場

合があることを示した。一― ここでは “知 に関しても

戸田一松本氏の結果と類似なものが成 り立つことを示す。

一 ―
す な わ ち ,Rが II IⅣ に 属 さ な く て も R一 K∈ 0ス κ

となる場合がある。

22.倉 持善治郎 (北大理) リ ーマン面の minimal

pOint に ついて       、

Parabolicな Riemann面 の一つの境界要素を ,と し

G■⊃Q⊃ ・̈ をその決定列とする。屁 をGo内 の COmpact

s e t と し F = Σ 屁 で G o 一 F が 連 結 で l i m n →∞ i n f 7 ∈δ磁

GO,po)>0な るときFは ,に thinということにすれ

ば次のことがわかる。ここでG(z,,0)は Go一Fの Green

函数である。 1)Go― F上 に球面,面積有界なる正則函

数があれば 夕上には高々可付番の m破im4 pOintがあ

る。 の す べてのπについてGπ一Fが 連結でG― F上

に有界葉な正則函数があれば 夕上の minimal pointは

有限個である。 3)1)の 条件を満たし可付番無限個 の

minimal pointを持つものがある。 4)3)を 単に有界函

数とかえれば,連 続の濃度の minimal pointを有する面

が作れる。5)∂ 屁 が解析曲線のときは GO―Fの dOub‐

led surfaceが考えられて,p上 の minimal pointとG0

-Fの 夕上の ル minimal point, doubled surface の

minimal pointとは 1:1:l pairの 関係がある。その他

について述べる。

23。 中井三留 (名大理)Densities without Evans

solutions。

開リーマン面 Rと その上の denSity P C≧0,≠0,Hёl‐

der連続;特 にルP② との<∞ ならPは inte densty

という)の 組 (R,P)で R上 ′π=P%の 有界解が0に

限るものの族を θB,R上 ∠π=Pπ の Evans解 0→ 理

想境界のとき “0→ ∞ となる解)が あるものの族を 8

とすると,Z⊂ ιBで あるが実は Z=θ Bで はないかと

予想されていた。この予想が否定的であることを次の一

般的な定理の帰結として報告する:定 理.任 意開リーマ

ン面R上 に常に ■nite density Pでsingular co e・すべ

ての ∠π=P%の R上 の正解が ZerO i五■mumを もつ)

なものが存在する。一一さらに,R上 のすべてのdenSity

の空間 ″(R)の中で Singular densityの部分空間 多s(R)

は単に 多sC)≠φにとどまらず充分に大きい,1.e・距離

ルIPl(2)一P2(2)lα"dソ

1+∫ RIPl(Z)一 P2● 引 dXdν



(ただし ∝′∞=1)に 関して 〃s(Dは 夕(⊃ 内 dense,

″s(D=″ (R),と なることも合せて報告する:

24.多 田俊政 (名大理)Martin cOmpactincation

of EIclidean space with dencity。

Ea上 のdencity P(≧0,≠ 0,Hiilder連続)に関す
る(i.e。∠%=P%に 関する)Pの Martin∞mpact化を

(Eい)*Fとする。Pが rOtatiOn free(io e.P(″)=P(|″|):

レ|=√ 「TT再 葛う のとき(E2)*Pは ,M.Nakaiに より

決定された。その結果を一般次元 ″≧2に拡張した決定

を報告する。定理 (1ン)*P～(|″|≦α(P))。ここに α(P)は
Pの Singularity indexと呼ばれる固有量であり,α(P)
=limι→O πO(のレ1(ので与えられる。ただし“′(のは,常

微分方程式

#くの口■・クの
一(芸P(÷)+ム互ちギ生望り́(′)=0

の (0,1]上有界で,初 期値 π′(1)=1の 解である。

25。 郡 敏 昭 (早大理工) 調 和空間の dualityと

cohomology

(ム ′の を Bre10tの調和空間とし,そ の一点コンパ

クト化 yの 上の層で (1)θ″=〃 ″,y″∈ス (aθ ∞は

■m7∋藁″7_(∞}の線型部分空間,(3)層 θに対してディ

リクレ問題の解ける集合が yの 位相基をつくる,を 満

足するものを harmOnたsheaf on yとぃぅ。〃C(4θ ),

〃g(乙フ′),9≧1,の計算が,Bo Walshに よるものより

初等的に,か つゆるい仮定の下に:実 行される。次にθ

に a蠍)intな hanmOnic sheaf θ*を 導き,θ ―pOtential

が存在するような集合 yと その ∞mpact subset Kに

対して,(θκ)′笙θ'x′θヂ=〃1(4θ りを示す。ただし

θx=inductive limit of θび,y⊃ K。 これ|まTillmann・

Grothendbck等 の楕円型方程式 の解層についての結果

の一般化で,《 無限遠で VaniShする harmOnic sheaf》

についてのみならず,す べての harmonic sheafに対し

成 り立つことは (Bre10t調和空間への拡張というだけで

なく)真 に拡張された結果を与えている。以上において

層 θの様々な resolutbnが重要である。(そのうち一つ

は B.Walshに よる)。

26。 郡 敏 昭 (早大理工) 調 和空間上の無限遠点

に制限を持つ層の分解と,そ の特異層の押し拡げ方につ

いて

調和空間 (χ ′)の 1点 コンパクト化 y=xu〔 α}

上の層θ で θlX=′ 他 Bre10tの層 ′ と類似の性質

を持つものを対象 とする。 このような層 の分解は B。

WalShに より得 られた O→θ→夕→′→0,(の は full―

superharmonic fnの差の層,′ は fullpotentialの差の

層でいずれもinOが ぁるが,夕 の代 りに harmonic fu11-

potentialの差の層 夕 を用いたが分解 0→θ→タニタ→0

はより重要と思える。ここに多び=′行“。例えば″1(4

夕)=0を 用いて quasi analyticでない調和空間に対し

ても 〃101′
)=0が 示せる,ま た 〃1(乙θ)の 計算

も Bo Walshょり見通しよくかんたんにできる。ここに

現われた夕 は無限遠での fullharmonicでない度合を表

わしているが,無 限遠点 {α〕を ЫOw upし たものとし

て倉持型理想境界を考えると,す べての 夕 の germは
extremalなgermの 理想境界での≪積分≫ として捉え
られる。夕は多IX=0で me sheafだが,夕 は ■neで

も■abbyでもないが主要な∞hOmOlogyがVanishし,′

自身以上に他の層の ∞hOmologyの計算に有効である。

27。前田文之 (広島大理)調 和空間の対称なGreen

函数について

可算基をもつBrebtの調和空間において,一 意性(1

点台ポテンシャルの比例性)を 仮定するとき,対 称な
Green函数は (もし存在すれば)常 に正型であり,か つ
エネルギー原理をみたす。正型であることの証明は,定

数函数1が優調和な場合に帰着させて,Green函数によ

って定義される積分作用素のレゾルベントを考えればよ
い.

28.池 上輝男 (阪市大理) 調 和空間から調和空間
への BI型 写像について

調和空間Xか ら調和空間 X′への Bl型 写像について

は,COnStantinescu―Comea cNagoya Jo M。25(1965))に

よって定義され,そ の性質が調べられている。本講演で

は Xの Martin compact化 を考え,9を Martin boun=

daryに おける境界性質で特徴づけ,Martin boundaryと

fine dutter setに関連した結果を導く。それらは 9が

リーマン面の間の解析写像である場合の Doobの 結果

(11linOis Jo M.5。(1961))の拡張を含んでいる。

29。 長田正幸 (北大理)単 位円内の thin setにつ

いて

れをθO)=(1-lz12)′11_2¢
~ιθ12を ♂ を極とする単位円

び={lzl<1}内 の Martin核 とする。び内の閉集合 Fが

0め Fキルメθとなるとき,Fは θ́で thinで ぁると定

義すると,定 理.Fを び内の閉集合とし,Fの Circular

projectbn T(F)ヵ 可ヽ付番個の閉区間列 〔Eπ}縫1を含む

ものとする。ここに E“〓[ら,みπ],0<%<わ れ<の +1<

1, lim"、∞%=1.ス ヵ=infsuレ ∈批,2c F,同="力1(2)e=

1,2,…)とぉく。もし而 π→∞(1-αめ
~lΣ

■.んOヵ―αヵ)(1
-α b々ヵ)>0な らヤぎFは z=1で thinで はない。

30。 伊藤正之 (名大理) 非 有界合成核の優越原理

について
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有界な優越原理を満す合成核の Hunt核 を用いた特   33.酒 井文雄 (東大理)Degelleracy of holomor‐

徴付けを昨秋の学会の際報告した。合成核 Nが 有界 (1, phic maps with ramiicatiOn.

e。任意のコンパクト台を持つ連続函数 ノに対 して,   7を π次元 projective manifold,/:σ
π→7を 正則

Ⅳザ が有界)か つ優越原理を満すことと,Ⅳ が完全最  写 像とする。Dを 7の 既約因子として/(Cr)∝Dの と

大値の原理を満すこととは同値である。したがって優越  き ,ノ が D上 で少なくとも ′D重 に分岐しているとは,

原理の特徴付けでは最終的とは言い難い。ここでは有界  /*Dを 各点で因子の germと して /*D=Σ π′θ′ と

性の仮定なしに同様な結果が得られることを報告する。 既 約分解すると π′≧′Dが 成立することをいう。ここで

Xを 局所コンパクト,σ一コンパクトアーベル群とし,簡  ノ (σめ⊂7-Dの ときは θD=∞ とおく。定理 ノ:σ簿

単のために {0}以外のコンパクト部分群は存在しないと  → 7を 非退化な正則写像とする。Dl,・・・,D々を 7上 の

する。X上 の合成核 Ⅳ が優越原理を満すための必要十  非 特異因子とし,Σ :=12は nOrmal crossingとする。

分条件は次の (i)または (ii)である。(i)Nは Hunt核   こ のときノが各D`上で少なくともa重 に分岐している

である。(ii)Ⅳ=9鰤 +Ⅳ),ここでМ は有界なHunt  なら,″QK7+Σれ,(1-1′ιじ)D,,7)<π。ただし,K7は

核または 0,Ⅳ ヤまAらの台から生成される閉部分群の  ア のCanonical bundle。上の不等式は,lim Supれ→∝(″″)~1

各点を周期とし, 0で ない,優 越原理を満す合成核,9  dim″ 0(LO(π (K7+Σ :=1(1-1レ)》=0を 示す。π=

はχ上の正の連続な exponential函数 (う。′,90+ノ )=  1,7=P・ のときは,定 数でない有理型函数ス の∈P・

ψO)9(ノ),7″,7y∈ X)で ある,し かもこの分解は本質  に 対し,ノ(Z)=α′の根がすべて少なくともの重ならば,

Σ:=1(1-1ノὶ)≦2が 成 り立つっとい う分岐値に関する

Pたardの 定理を得る。

34 風 間英明 (九大理)Weakly l― Complete mani―

fOldに対する,近 似定理と中野の消滅定理への応用

された結果の拡張を考える。″≧0,整数,1<夕 <∞ と   ″ 次元複素多様体 Xは ,X上 の実数値 C∞級函数 ″

して,(π,の―Capactyの概念を導入する。まずCOmpaCt  に関して,Weakly l―completeとする。すなわち,(1)

集合θに対 しinf{|1911π,P=||(Σ lαl≦πl Da91り
1/211ρ;9 ∂ 57≧Oon x(a〔 7<ε〕⊂X(θ∈2)が 成り立つものと

∈″Cり ,9≧ 10n′}を 「π,pe)とぉき,こ れをOuter  する。さらにX上 に中野の意味で pOSitiVe vector bundle

measureとして拡張する。ノ∈劇転(L'(Rつ)が次の条件  Eが 存在するものとする。このとき定理 1,2を 明らか

をみたすとき,す なわち,(i)(″,の―quasi∞ntinuous,  にする。定理 1.任意の θ∈2に 対して,制 限写像 「

(ii)g〔9′}⊂ ″ほ つ So t.9ノ∋ノin BLπ (二′(R9asノ → ∞ , (χ  ρη
(E))→ 「(Xc,ρ

π
(E))は COmpact set上 一様収東

(lii)∫(1+|″|)π
~η

pげ 0)|み<∞ (アlαl=の ならば,(″,  の 位相に関して,denSe imageをもつ。ただし Xc={7

み ル%に ど
)警)た が

だ壮ヴ鶴物み滉六″蜀″かヶ

的に一意である。

31.水 日義弘 (広大理) 3Z滉 (五ρGつ )の 関数の

canonical integral rёpresentation lこついて

昭和47年秋季総合分科会において,大 津賀信氏が講演

夕》堕“City Oの集合に属する″を除いて,

ノ0輝 ′
α
ド ギ 端 ♀

二の+ P④

の形に表わされる。 ここに,ααは定数, POは 高々

(π-1)次 の多項式とする。

32: 村 井隆文 (名大理) On the beLaViOur of

functions with finite weighted E)irichlet integral

near the boundary.

π次元球内の函数%が条件 ∫l″lくllgradπ 12(1_lχl)αみ

<+∞ を満たすときの“の境界挙動について議論する.

2次元においては Beurling,Carlesonが函数論の立場か

ら論じた。われわれは同様の結果が次元を上げても成立

することを示す。さらに調和函数に限ったとき,境 界上

に対応する函数を決め,non―tangendal limitゃさらに拡

張された極限に関する除外集合を計る。また調和函数の

境界値に関する局所的に与えられた条件についても考え

る。         ′

<ε 〕.定 理 1を 中野の消滅定理 [1]に 応用 して次を

得る。定理 2.〃 1(χ ρπ(0)=0が 成 り立つ。ただし,

Eが line bundleの ときは [2]に 定理 2の 別証がある。

S.Nakano[1]Number theory,commP al.and al.geom.

in honor of Profo Yo Akizuki,Kinokuniya(tO appear).

[2]Proc.Intnl.Conf.on manif.and related topic餞

Tokyo, 1973.       .

35。 加藤正公 (静岡大教養)

次結合について

函数系のある除外―

ノ=(/o,…,ノリ を IZI<∞におけるtranscendentalな函

数系とし,Xを /。,…,んの定数係数の一次結合でgeneral

positionにあるものの集合とするいまXの 元 二 FO,…,

島 が次の条件を満足するものとする。(i)Fo,…,コら の

任意のπ-1個 が一次独立である。Cii){FJ},=oの中のす

べ ての π-3個 の〔FJ′〕,こ1に 対 してΣ ,=Oδ(乃 )十Σ ,1lδ(F

′の>2π-3+2ξ が成立する。ただし ξ=lim supr‐∞解

(″,F)′T(″,ノ)(0≦ξ<1′2)とする。このとき,FO,…,鳥



の中に αFJ。=F(α キの となるよぅな FJ。が一つ存在す

る。一―この結果は J.Noguchiの 結果を含むが,証 明

には Jo Noguchiの方法を用いる。

36.藤 木 明 (京大数解研) 解 析空間の b10Wing

dOWnに ついて

Xを 解析空間,ス をその解析的部分空間とし,/:4

→И を固有正則な全射とする。このとき Xが ノに沿っ

て b10wing downできるとは次のことをいう。解析空間

ズと固有正則な全射√:》 Xが 存在し,Dズ はスを解

析的部分空間として含み,√“)=И かつ,/~14=二 ii)

ノIX-4は 双正則,を 満たす。これに関して次の定理が

成立する。定理.五 がχ内で局所的に完全交叉とし。

N4/xを X内 でのその法東とする。仮定として 1)Ⅳ4/x

が √年関して negative, a direct image Rγ*N }ゝ姜
)=0

forγμ>0を 考える。このときXの ノに沿っての ЫOw―

ing downが存在する。ここでⅣソ
)は,Ⅳ わ のμ次

の対称積を表す。一一定理は Яが一点のとき Grauert,

ノ:ス→スが元:X→ Иに拡張できるときKnorr―Schneider

と Siuに よって得られた。また代数空間のカテゴリー

では,上 の定理は M.Artinに より証明された。ここで

は弱 1完備な解析空間の上のコホモロジー消滅定理 (中

野)を 本質的な手段とする。

37.古 関健― (岡山大理) Ⅱ artOgS―Osgoodの 定

理について

4次元ユークリッド空間における有界領域を飢とし,
その境界 Bは 連続しているものとする。/0■,22)をB

を含むある領域Ωにおいて正則とする。C,b)∈飢とす

れば,2次 元空FH5における領域91,92,で次の様なもの

が存在する。の0,b)∈91×92, の 91の境界X92の境
界⊂Ω,′の 01×92⊂飢+0。 そのとき01の 境界に近く

有限個の単一閉曲線 Cl,C2, 、̈Cπ,92の 境界に近く有
限個の単一閉曲線 Dl,D2,…,」陽 をとり,

Σttσ∫占D鴨摯4争
を作ればこれは 0,b)の 近傍で正則で,9に おける

ノは,ZDの 接続となることを示す。

38.藤 本坦孝 (名大教養) 有 理型写像の一意性に

ついて

Ro Nevanlinnaは,二 っの σ上の有理型関数 9,ψに

対し,互 いに相異なる5個 の値 の(1≦基 5)について,

9~1●̀ )=ψ
-1級

)ならば,9=ψ であることを示したCActa
Math.48(192つ 。ここでは, この結果の拡張として,

次の定理が成 り立つことを示す。定理.σπから Щ の

C:コ 箪 撃 鵞 f∴ Tヒ 義 ア 騨 J覗 諒
一般の位置にあるg(σつ∝島 なる超平面 島 (1≦′≦3Ⅳ

十の に対し,ツ(ス I⊃=ッ0,島 )な らば,ル gで ある。

ここで,ツ(ス 」残)等 は,島 がきめる di宙sorを ノによ

ってひきもどした 伊 上のdiViSorを表わす。一―証明
には,ツ(工Лり と ッ(g,〃めの比として得られる整関数
れ の間の関係式を求め, そ れに BOrelの 定理を適用す
ることによって得られる。特に,Ⅳ =2の 場合には,さ

らにくわしい結果がいえるが,こ れについてもふれたい。

特 別 講 演 3′ メノタタリ
藤本坦孝 (名大教養) 複 素射影空間への有理型写像

族について

1924年,Po MOntelは有理型関数のquasi―normal family

なる概念を導入し,こ れに関するいくつかの結果を得た

([6]).H.Rutishauserは。後にこれを多変数の場合に

拡張した。定義によって,領 域 D(⊂σつ 上の有理型関

数族 夕 が quaSi―nOrmalと は,多 内の任意の列が,D

のある thin analytic set外で広義一様収東する部分列を

もつことである。ここでは,こ の定義を少し改め,Dか

らⅣ次元複素射影空間 3く の への有理型写像 夕 につ

いて次の定義を与える。

定義.グ 内の任意の列 〔/〈P)}に対し,部 分列{/(P∂〕

を適当に選べば,Dの 各点の近傍U上 で, 各 /(Pκ)が ,

正則関数 ノ1場)に よって

ノ̀為)=月
Pノ:ノ1り:・・…・:/「P

と表示され,各 {/R}が U上 バ義一様収束し,そ の極
限関数 元 の少くとも一つが恒等的に零でない様にでき
るとき′ を ″―nOrmalと呼ぶことにする。

以下で,写 像族が 解 nOrmalとなるための種々の条件
を考察する。

Wo Stollの[9」での結果を使って,H.Rutishauserの

結果の拡張である次の定理が証明される。

定理.Щ の への有理型写像族 夕 に対し,ゐ (の 内
の一般の位置にある2Ⅳ+1個 の超平面 凛′(0≦ノ≦2Ⅳ)
に対する/~1(」的)(/∈夕)の 重複度もこめて計算した体
積が,一 様に有界ならば,多 は ″―nOrmalで ぁる。
Ho Cartan([1])の方法をまねて,σ"内 の原点中心半

径Rの 球 B(0か ら 3く の への有理型写像 ノに対し,



|

特性関数 T(γ,ノ)を 定義することができる。これにつ

いて次の定理が成 り立つ。

定理。有理型写像族 夕 が,%― nOrmalか つ原点で

normalで ある必十条件は,T(γ ,ノ)≦Kr(/∈″)な る グ

のみに dependす る定数 Krが 存在することである。こ

こで,原 点で nOrmalと は,夕 の任意の列が,原 点の

近傍で,正 則かつ広義二様収束する様な部分列をもつこ

とを意味する。

[1]で ,Ho Cartanは ,Ro Nevanlinnaの 第二基本定

理の,正 則関数の組の場合への拡張に当る基本的な不等

式を与えた。適当な仮定のもとに。これを,ほ とんどそ

のまま B(⊃ から P'(C)へ の有理型写像の場合に拡張

でき,そ の結果として, 多́変数の場合の defect rdation

を与えることができる。また,そ れを求める過程におい

て,現 れる定数が個々の写像にいかに関連するかをより

精しく観察することにより,不 等式を少しく精密にし,

有理型写像族の考察に応用することができる。

3(⊃ から ′ン(の への有理型写像 ノに対し,COdim

{兎② =0,鮭 蒙≦Ⅳ〕≧2を みたす正則関数力0に よっ

て, /を

/=/o:/1:… :ん ′

と表示し,各 ノιの整級数展開の斉次部分をまとめて,

ス(2)=ΣR=。Pr(の

(li){7ナ :/∈′〕が下に有界である。

Cil)Σ:=11′π′<(α一Ⅳ-1)′Ⅳをみたす正の整数 %′

に対し,各 ノ∈夕 の像と島 とのintersectbn multiplicity

がつねに≧″′である。このとき夕 は ″―nOrmal,かつ

原点で nOrmalで ある。

不定義域点をもたぬ有理型関数族については,仮 定(i)
～(iiりは,相 異なる値 αl,α2,・・Ъ α9(g≧っ に対し,各

ノ(2)一α′(/∈′)が ,非 定数であって原点で零でなく,

Σ;=11ノπ′<α-2を みたす ″′に対して,重 複度<%′

の零点をもたない,と いいかえられるが,こ の場合は,

′ が nOrmalとなることがいえる。これは一変数の場

合 Valironによって与えられた([10]).
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第 10回函数論シンポジウムが,来 る11月 23～24日広島大学の世話で国民宿舎宮島ロッジにおいて開催され

る予定。御参加歓迎。
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